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新しい防災インフラへの提案



水こそ命 災害時、その命綱が断たれる

過去災害による断水被害｜日本での事例:水不足が引き起こした二次被害

POT1とは?

なぜPOT1が選ばれるのか

POT1の水で、どれくらいの人が助かるのか

災害先進国、日本で証明された信頼性

デジタルサイネージ｜給水と情報を同時に届ける、次世代の防災拠点

専門家は不要! 現地スタッフだけで運用できる維持管理｜1

専門家は不要! 現地スタッフだけで運用できる維持管理｜2

水質検査｜そのまま飲める「命の水」を、現地機関が証明

“命を守るために、今こそ空気から水を”



3水こそ命 災害時、その命綱が断たれる

命を守る
最後の砦、

それが「水」

空気さえあれば、どんな状況でも清潔な「命の水」を生み出せる
新たなソリューションをご提案します

地震、台風、豪雨、津波、突然の災害は全てを奪います

最も深刻なのは「水の喪失」です

人は水がなければ3日と生きられない

トイレ、手洗い、飲料、食事、医療…全てに水が不可欠

災害時には「水道」が止まる、それが現実です



4過去災害による断水被害｜日本での事例:水不足が引き起こした二次被害

どれも「水があれば防げた二次被害」が多発

感染症、熱中症、脱水、心身ストレス… 

〝水不足は人の体も心も壊す〟現実があります
【出典】日本医師会「災害時の断水被害」等

断水が1週間以上続いた

地域が多発

阪神淡路大震災

1995

給水車は来ない

水は配給制

 トイレも使えず衛生悪化

東日本大震災

2011

避難所の水不足

衛生問題が拡大

熊本地震

2016



5たとえばPOT1とは?

空気中の水分を集め、ろ過殺菌して飲める

“命の水”を生成する空気製水機。

災害時、物流ストップ時にも

「その場」で水が出るため、

避難所・役所・医療機関・自宅で

即時活用が見込めます。

1日1台あたり

140L

製水量

空気から水を作るミニマルインフラ 備考仕様諸元項目

製水+加温+
冷却すべてが稼働時

三相交流AC380V50/60Hz
約4.5kW

電源・
最大消費電力

気温27℃相対湿度
60％

130ℓ/日(50Hz)/140ℓ/日
(60Hz）定格生成水量

シロッコファンファン種類

30m3/分（50Hz)/32m3/分
(60Hz)吸込み風量

59ｄBA(50Hz)/
61dBA(60Hz)運転音

約45ℓ貯留水タンク容量

熱湯は常温に変更可能最大冷水:約8ℓ熱湯:約8ℓ供給水(浄水)
タンク容量

熱湯は再沸騰可能冷水:約5～10℃
熱湯:約80～95℃供給水水温

約30ml/秒供給水吐出速度

約190㎏
（生成水最大収容時約250㎏）本体質量

キャスター含まずW1400×D530×H1730mm本体寸法

塩分ろ過及び
塩素滴下はオプション

飲用に適合（ただし、
吸込み空気が通常環境時）供給水水質

給水口（水汲み）機能付きその他

外部給水が一切不要

必要なのは、

空気と電力のみ

初動24-72時間での

緊急給水体制を

「運搬不要」で確保

ポータブルかつ

タッチパネルで

簡単操作。

注）製水量は理論値であり、
周囲の環境により変化します



6なぜPOTORIが選ばれるのか

独自技術で“いつもどこでも”命の水を安定して供給

多段フィルター殺菌

WHO基準の

飲用水品質

タッチパネル操作

あらゆる人が

簡単に使える

電力があれば

どこでも水が

作れる

堅牢設計

過酷な現場環境／

運搬にも対応
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÷

たとえば POT1の水で、どれくらいの人が助かるのか
避難生活の「衛生・健康リスク」を大幅低減!

7,000

外部タンクで貯水拡張・給水口増設も可能。

更に多くの命が助かる手助けをすることが

できるのが空気製水機です。

＝
POT1/1台1日の製造量

140L

140
成人1人の最低必要量

2L/日

2
1台で1日

70人が
“命”をつなげる

70
100台で

水を供給
人分

注）製水量は理論値であり、
周囲の環境により変化します



8災害先進国、日本で証明された信頼性

実証実験例
防災みちの駅

日本国内複数拠点

（みちの駅・自治体）で実証

台風・地震時における

自治体防災体制の強化に貢献

能登半島地震で“いのちを救う水”を供給

震災直後の避難所等（断水・孤立集落）に

POT1を2台寄贈。設置・運用いたしました。

石川県羽咋郡志賀町

2024年2月5日

石川県鳳珠郡能登町

2024年2月26日

ライフラインが絶たれた孤立集落や

避難所でも、清潔な水を供給でき、

「安心して飲める」と大変喜んで

いただけました。

断水・孤立
地域でも

即時給水
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緊急時には「命のライフライン」に

デジタルサイネージ｜給水と情報を同時に届ける、次世代の防災拠点

政府の災害対策本部からの警報や

避難指示を瞬時に表示

避難所マップ、安否情報、給水状況を

リアルタイム案内

観光客にも配慮した

多言語での情報発信が可能

通信網遮断時も、

地域の安否確認ボードとして機能

防災訓練の告知やハザードマップで

国民の防災意識を向上

熱中症、感染症対策など、

政府からの公衆衛生情報を発信

普段からインフラに触れることで、

緊急時のスムーズな利用を促進

平時には「信頼のコミュニティハブ」に

この一台が、

給水拠点であり、
情報拠点です

サイネージはオプション料金です。



10専門家は不要! 現地スタッフだけで運用できる維持管理｜1

山岳地帯や離島など、アクセスが困難な場所に多数設置しても、メンテナンスに専門チームの派遣は不要です。

運用コストと時間を大幅に削減し、継続的な給水を可能にします。

使用しない時の水を抜くメンテナンスは、

わずか３ステップで完了

操作はタッチパネル

コックをひねる

１

画面をタッチ

2

コックを戻す

3

専門知識が不要
現地にいる担当者や地域住民の方々だけで、
誰でも簡単かつ安全に対応できます。

運用コストを大幅削減
専門スキルを持つメンテナンスチームを編成したり、
アクセスが困難な遠隔地へ技術者を派遣したりする
必要がありません。

高い稼働率を維持
万一の際も、現地ですぐに対応が可能なため、水の供給
が止まるダウンタイムを最小限に抑えられます。

これにより実現できること



11専門家は不要! 現地スタッフだけで運用できる維持管理｜2

日常の清掃から定期的なフィルター交換まで、特別な技術や専門工具は不要です。

これにより、国内全土の拠点、特に離島や山間部においても、持続可能な水インフラの運用が実現します。

カバーを開け、フィルターに付着した
ほこりをブラシなどで取り除くだけ。
誰でも数分で完了します。

日常の清掃
エアフィルター

専門知識不要の２つのメンテナンス
自立した運用体制の構築
専門家を待たずに、現地の職員や住民が主体となって水
インフラを維持。技術的に自立した防災体制を構築します。

高い稼働率で、命の水を止めない
交換作業は数分で完了し、ダウンタイムは最小限。災害
時に「水がない」という最も致命的な事態を防ぎます。

国土の隅々まで、等しく安全な水を
アクセスが困難な離島や山間部でも、簡単な手順で⾧期
運用が可能。国内全土へ、等しく命の水を届けます。

これにより実現できること

簡単な工具で筐体パネルを開け、
カートリッジ式のフィルターをひねって
交換します。３本のフィルターは色
分けされており、間違うことなく安全
に設置できます。

定期交換
浄水フィルター



12水質検査｜そのまま飲める「命の水」を、現地機関が証明

第三者機関による

厳格な水質証明

日本の水道法に基づき登録された
水質検査機関「株式会社日吉」が
発行した証明書です。

検査の結果、病気の原因となる大
腸菌や一般細菌はもちろん、人体
に有害な鉛、水銀、カドミウムといっ
た重金属を含む、全51項目にわた
る日本の厳しい水質基準をすべてク
リアしていることが証明されました。

そのまま飲める、最高品質の「命の
水」として、災害時の緊急用としてだ
けでなく、日常的に安心して飲むこ
とができます。



水道も、給水車も、ボトル水もいらない。

必要なのは、空気と電力だけ――

その場で清潔な飲料水を生み出す“新しい生命線”が、

空気製水機POT1です。

避難所の飲料・トイレ・炊き出し・手洗い、

自治体の災害本部を動かす

“最後のインフラ”、

病院・介護施設で命を守るクリーンな水――

あらゆる場面で「救世主」になれる存在です。

従来型の備蓄や支援が途絶えても、

そこに空気さえあれば水が生まれる。

POT1は、未来をつなぐ“持続可能な水源”そのもの。

「備えておけばよかった」では遅すぎる。

刻一刻と命が奪われる災害現場で、

“本当に命を守る”技術として、空気から水を作り出すインフラを――

いま、あなたの決断が、世界の明日を救います。

“命を守るために、今こそ空気から水を”


